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2018年 度 事 業 報 告  
（2018年4月１日から2019年3月31日まで） 

 

一般社団法人日本ゴム協会 
 

 

Ⅰ．事業の状況 

1. 学術及び生産技術の研究及び調査（定款第4条第1号） 

(1) 2018年年次大会：創立90周年記念大会（第7回定時

社員総会） 

日時 2018年5月30日（水）～6月1日（金） 

会場 埼玉会館  総会出席者（代理行使を含む）53名 

研究発表144件（うち若手発表34件・ポスター発表39

件）  登録者数413名 

(2) 第29回エラストマー討論会 

日時 2018年11月29日（木）・30日（金） 

会場 名古屋市中小企業振興会館 

研究発表98件（うち若手発表28件・ポスター発表33

件）  登録者数231名 

2. 研究の奨励及び研究業績の表彰（定款第4条第2号） 

(1) 研究部会 

13の研究分科会において，定期的に研究会を開催

し，最新の課題について調査・研究・討論を行った． 

(2) 顕彰関係 

当該各委員会において各賞受賞者の選考と推薦を

行った． 

3. 講演会の開催（定款第4条第3号） 

(1) 第53回夏期講座 

日時 2018年7月12日（木）・13日（金） 

会場 広島県情報プラザ  受講者数76名 

(2) 研究分科会において得られた専門的成果に基づい

て，会員ならびに一般ゴム科学技術者の研鑽に資す

るため，分科会主催のシンポジウム・力学入門コー

ス計9回を開催した． 

(3) 各支部では，毎月適切なテーマをとりあげて講演

会，講習会，セミナー等を開催した．各支部の行事

数は下記のとおりである． 

(4) 各支部において次のような諸行事を実施する予定

で，詳細は各支部に一任する． 

関東支部 講習会2回，講演会2回，紹介講演会1回，

セミナー2回，見学会1回，交流会1回，初

級ゴム技術研修会（化学物質評価研究機

構と共催）1回 

東海支部 講習会1回，講演会3回，紹介講演会1回，

見学会1回，セミナー1回 

関西支部 講習会1回，講演会4回，紹介講演会1回，

サタデーセミナー6回，見学会１回， 

交流会2回，若手セミナー4回 

九州支部 講演会2回，セミナー1回，事例発表会1回，

実践講座1回，交流会2回 

4. 会誌及び図書の刊行（定款第4条第4号） 

(1) 日本ゴム協会誌の発行 

2018年において会員へのゴム技術情報提供及び学

術推進のための機関誌「日本ゴム協会誌」第91巻12

冊（普通号7冊，特集号5冊）を定期的に発行した．

論文や総説等で464頁，会告で460頁，年間総頁数が

924頁であった． 

なお，発行において以下の企画を推進した． 

①ゴム技術を中心に周辺技術やソフトマテリアル材

料に関するタイムリーな情報を提供した． 

②今日的なテーマ及びゴム固有のテーマ等で研究部

会の協力も得て，特集を定期的に組んだ． 

③わが国で編集発行するゴム技術論文誌として，高

いレベルで審査，発行した． 

④年次大会及びエラストマー討論会の研究発表やIRC，

IRCC，あるいはISO/TC45国際会議などの海外にお

けるソフトマテリアル関連の参加記を掲載し，会

員への情報提供に努めた． 

(2) 出版関係 

①電子ジャーナル(e-Journal of Soft Materials)の

更なる充実を図った．eJSM Vol.14(2018)の原著論

文はなかった． 

5. 見学及び視察（定款第4条第5号） 

(1) 国際交流 

9月のIRC 2018 Malaysiaに代表を派遣した． 

(2) 各支部で会員ならびに一般ゴム科学技術者の資質

向上を目的に見学会を行った． 

6. 会員の交流（定款第4条第6号） 

(1) 会員活動の充実と会員増強 

関係各位ならびに各支部の協力により入会の勧誘
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を行い，また正会員紹介キャンペーンを行った． 

7. 関係官庁及び関係団体等の諮問に対する答申又は建

議（定款第4条第7号） 

(1) 研究部会では必要に応じて関係官庁及び関連団体

の諮問に応じた． 

(2) ゴム及びゴム製品に係る標準化活動： 

1．国際標準開発全般 

「日本のゴム関連企業の有する優れた技術と高い

品質(Japan Quality）を示すことができ，日本製品

の優位を見える化する．」ことを命題として規格開

発を戦略的に進めた．本年度は，開発テーマの入替

えが進み，ISO規格では，昨年度より開始した「溶

液重合SBRの試験方法」と「新冷媒化に対応する自

動車空調ホースの試験方法」及び本年度から新規に

開始した「建築用すべり支承」と「新たなオゾン劣

化試験法」が主力テーマとなった．又，JISでは，

「ゴム引布の吸水性試験方法」の規格開発が中心と

なった．何れもそれぞれの計画に沿って確実に実施

し，成果報告に繋げることができた． 

①ISO開発：継続案件である「燃焼エネルギー量と

発生CO2量の求め方」に関する規格は2018年4月

にISO 20463として発行された．免震ゴム関連の

ISO 22762-1，-2，-3は定期見直しを行い2018年

9月に発行された．本年度TC45からは48件の規格

が発行され，その内の14件が日本提案のもので

あった．併せて15件の規格を廃止した．重要テ

ーマとして，昨年度より規格開発を開始した

「溶液重合SBRの試験方法」と「新冷媒化に対応

する自動車空調ホースの試験方法」及び本年度

から新規に開始した「建築用すべり支承」と

「新たなオゾン劣化試験法」に注力した．また，

日本品質の見える化／格差付けを狙った継続案

件13件，本年度から新規に開始した規格10件を

中心に確実にISO発行あるいは次の段階へ進展さ

せた．さらに，定期見直し59件の審議を行なっ

た．実施にあたっては国内での戦略的な審議を

踏まえ，ISO国際会議への積極的な参加と提言，

さらに関係官庁及び関係団体の諮問に対する答

申・連絡を心がけた． 

②JIS開発：「軟質発泡材料の抗菌効果の求め方」

が8月に制定された．これを含め2件のJISが発行

された．高機能JISテーマとして，昨年度より新

規テーマとして開始した「ゴム引布の吸水性試

験方法」において引続きJIS原案作成を進め，1

年前倒しでJIS原案を作成し，提出することがで

きた．これを含め，8件のJIS開発を実施している． 

JIS規格に関しては15件の定期見直しを行った．

過年度原案作成実施のJISの発行が2件（物理試

験，軟質フォーム各1件），本年度原案作成を実

施しているのは，物理試験2件，カーボンブラッ

ク1件，防振ゴム1件，ゴム引き布1件及びゴム用

語1件の計6件． 

③国際会議：2018年10月30日(月)～11月2日(金)，

中国，杭州市において開催の第66回ISO/TC45国

際会議に参加した．期間中に大小30以上の会議

が開催され，審議案件のISO規格発行及びステー

ジアップを行なった．今回は，関連する専門家

の方々に国際会議に出席して戴き，日本の主張

をサポートして戴くことができ非常に効果的で

あった．（ゴムバンド，人工乳房，発泡体の抗

菌性試験関連） 

2．新規テーマ創出：継続して，「日本のゴム関連企

業の有する優れた技術と高い品質(Japan Quality）

を示すことができ，日本製品の優位を見える化す

る．」為の規格化テーマの創出を実施した．その

結果，「自動車内装トリム材のフォギング特性」

などゴム・プラスチック引布関連で4件，「軟質発

泡体の抗菌性の求め方」のISO化など計8件を新規

な規格開発テーマとして申請した． 

3．委員会構成，人材面：ISO/TC45国内審議委員会活

動は14分科会の体制で実施した．さらに，NEDOプ

ロジェクト関連のWTを追加している． 

4．関連団体との連携強化：友好団体はもとより，自

動車技術会，プラスチック工業連盟，日本試験機

工業会，日本溶接協会，日本産業機械工業会，水

素供給利用技術研究協会，日本エルピーガス供給

機器工業会，日本寝装寝具協会，日本免震構造協

会，建築ガスケット協会等との関係を引続き強化

し，ISO/TC45関連の標準化活動をさらに連携した

活動として実施した． 

8. その他この法人の目的を達成するために必要な事業

（定款第4条第8号） 

(1) 活性化策として，支部，本部合同の活動として三

大行事の活性化活動を展開中である． 

(2) 日本語版ホームページの定期的なメンテナンスに

より，会員及び会員外への最新情報を発信できる体

制を強化した．また，海外に向けての英文ホームペ

ージの充実を図った． 

(3) メールマガジンを定期的に発信した． 

(3) 

Ⅱ．処務の概況 

① 役員に関する事項 

理事 定数：15名以上20名以内 現在：20名 任期：2年 

監事 定数： 1名以上 3名以内 現在： 3名 任期：2年 

職  名 氏  名 現   職 

理 事(会 長) 高田十志和 東京工業大学 

理 事(副会長) 伊藤 眞義 東京理科大学 

理 事(副会長) 大武 義人 一般財団法人化学物質評価研究機構

理 事(副会長) 岡本 正巳 豊田工業大学 

理 事(副会長) 竹中 幹人 京都大学 

理 事 芥川 恵造 株式会社ブリヂストン 

理 事 網野 直也 横浜ゴム株式会社 

理 事 小藥 次郎 鬼怒川ゴム工業株式会社 

理 事 斎藤  拓 東京農工大学 

理 事 榊田  宏 日本ゼオン株式会社 

理 事 但木 稔弘 JSR株式会社 

理 事 今井 英幸 豊田合成株式会社 

理 事 高松 成亮 住友理工株式会社 

理 事 平井 洋一 東海興業株式会社 

理 事 駒水 謙二 東洋ゴム工業株式会社 

理 事 櫻井 伸一 京都工芸繊維大学 

理 事 長谷 朝博 兵庫県立工業技術センター 

理 事 西川信二郎 シバタ工業株式会社 

理 事 溝口 哲朗 住友ゴム工業株式会社 

理 事 村上 裕人 長崎大学 

監 事 石川 泰弘 元 横浜ゴム株式会社 

監 事 横井  理 天満サブ化工株式会社 

監 事 笈木 宏和 久留米工業高等専門学校 

② 職員に関する事項 

職 名 常勤・非常勤 人数・無給者 他機関との兼任者 備考 

事務局長 常  勤 1名 ・ 0名 0 名 

職 員 常  勤 4名 ・ 0名 0 名 

 

③ 会議等に関する事項 

 理事会 

開催年月日 議   事   事   項 会議の結果

2018.4.24 2018年度第1回理事会 

審議事項 

(1)1・2・3月度会員移動の件 承 認 

(2)2017年度事業報告・収支決算の件 承 認 

(3)2018年度事業計画・収支予算の件 承 認 

 (4)各委員会活動の件 承 認 

 (5)標準化部門報告の件 承 認 

 報告事項・その他  

 (6)2018年次大会（90周年記念大会）開催の件 承 認 

 (7)第53回夏期講座開催の件 承 認 

 (8)第29回エラストマー討論会開催の件 承 認 

2018.7.11 2018年度第2回理事会  

審議事項  

(1)2018年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

(2)4・5・6月度会員移動の件 承 認 

(3)会員増強の件 承 認 

(4)各委員活動の件 承 認 

 (5)ゴムのポジティブリストの件 承 認 

 報告事項・その他  

 (6)各支部事業計画及び予算の件 承 認 

 (7)第53回夏期講座の件 承 認 

(8)第29回エラストマー討論会の件 承 認 

 
2018.10.30 2018年度第3回理事会  

審議事項  

(1)2018年度組織図・活動方針・事業計画の件 

(2)7・8・9月度会員移動の件 承 認 

 (3)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

(4)財務部門報告の件 承 認 

(5)第29回エラストマー討論会開催の件 承 認 

 (6)2019年年次大会(第8回定時社員総会)開催の件 承 認 

 (7)第54回夏期講座開催の件 承 認 

 (8)事務局職員の採用に関する件 承 認 

(9)日本ゴム工業会との協業について 承 認 

2019.1.30 2018年度第4回理事会  

審議事項  

(1)2018年組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

(2)10・11・12月度会員移動の件 承 認 

(3)12月度収支決算報告の件 承 認 

(4)2018年度事業報告（案）の件 承 認 

(5)2019年度事業計画(案)の件 承 認 

(6)次期役員候補者選考の件 

 (7)顕彰部門活動の件 承 認 

 (8)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

(9)2019年年次大会(第8回定時社員総会)開催の件 承 認 

 (10)第54回夏期講座開催の件 承 認 

 (11)研究部会活動の件 承 認 

 (12)IRC 2019 Londonの件 承 認 

 
(13)第29回エラストマー討論会第23回CERI最優秀

発表論文賞の件 
承 認 

 

 第7回定時社員総会 

開催年月日 議   事   事   項 会議の結果

2018.5.30 第1号議案 2017年度収支決算書類承認の件 全会一致にて承認

報告事項 

1．2017度事業報告の件 全会一致にて承認

2．2018年度事業計画の件 全会一致にて承認

3．2018年度収支予算の件 全会一致にて承認

 

④ 認可，承認，証明に関する事項 該当なし 

⑤ 契約に関する事項   〃  

⑥ 寄付金に関する事項   〃  

⑦ その他の重要事項   〃  

⑧ 会員の異動状況(下表の通り) 該当あり 

 

社員・会員別入退会表 

会員種別 前年度末
本年度 

入会 

本年度 

退会 
現会員数 増 減

正会員 1,599 名 159 名 157 名 1,601 名 2名

学生会員 86 名 46 名 46 名 86 名 0名

名誉会員 8 名 4 名 1 名 11 名 3名

賛助会員 社数 403 社 12 社 11 社 404 社 1社

口数 747 口 12 口 18 口 741 口 △6口

計 2,096 221 215 2,102 6
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を行い，また正会員紹介キャンペーンを行った． 

7. 関係官庁及び関係団体等の諮問に対する答申又は建

議（定款第4条第7号） 

(1) 研究部会では必要に応じて関係官庁及び関連団体

の諮問に応じた． 

(2) ゴム及びゴム製品に係る標準化活動： 

1．国際標準開発全般 

「日本のゴム関連企業の有する優れた技術と高い

品質(Japan Quality）を示すことができ，日本製品

の優位を見える化する．」ことを命題として規格開

発を戦略的に進めた．本年度は，開発テーマの入替

えが進み，ISO規格では，昨年度より開始した「溶

液重合SBRの試験方法」と「新冷媒化に対応する自

動車空調ホースの試験方法」及び本年度から新規に

開始した「建築用すべり支承」と「新たなオゾン劣

化試験法」が主力テーマとなった．又，JISでは，

「ゴム引布の吸水性試験方法」の規格開発が中心と

なった．何れもそれぞれの計画に沿って確実に実施

し，成果報告に繋げることができた． 

①ISO開発：継続案件である「燃焼エネルギー量と

発生CO2量の求め方」に関する規格は2018年4月

にISO 20463として発行された．免震ゴム関連の

ISO 22762-1，-2，-3は定期見直しを行い2018年

9月に発行された．本年度TC45からは48件の規格

が発行され，その内の14件が日本提案のもので

あった．併せて15件の規格を廃止した．重要テ

ーマとして，昨年度より規格開発を開始した

「溶液重合SBRの試験方法」と「新冷媒化に対応

する自動車空調ホースの試験方法」及び本年度

から新規に開始した「建築用すべり支承」と

「新たなオゾン劣化試験法」に注力した．また，

日本品質の見える化／格差付けを狙った継続案

件13件，本年度から新規に開始した規格10件を

中心に確実にISO発行あるいは次の段階へ進展さ

せた．さらに，定期見直し59件の審議を行なっ

た．実施にあたっては国内での戦略的な審議を

踏まえ，ISO国際会議への積極的な参加と提言，

さらに関係官庁及び関係団体の諮問に対する答

申・連絡を心がけた． 

②JIS開発：「軟質発泡材料の抗菌効果の求め方」

が8月に制定された．これを含め2件のJISが発行

された．高機能JISテーマとして，昨年度より新

規テーマとして開始した「ゴム引布の吸水性試

験方法」において引続きJIS原案作成を進め，1

年前倒しでJIS原案を作成し，提出することがで

きた．これを含め，8件のJIS開発を実施している． 

JIS規格に関しては15件の定期見直しを行った．

過年度原案作成実施のJISの発行が2件（物理試

験，軟質フォーム各1件），本年度原案作成を実

施しているのは，物理試験2件，カーボンブラッ

ク1件，防振ゴム1件，ゴム引き布1件及びゴム用

語1件の計6件． 

③国際会議：2018年10月30日(月)～11月2日(金)，

中国，杭州市において開催の第66回ISO/TC45国

際会議に参加した．期間中に大小30以上の会議

が開催され，審議案件のISO規格発行及びステー

ジアップを行なった．今回は，関連する専門家

の方々に国際会議に出席して戴き，日本の主張

をサポートして戴くことができ非常に効果的で

あった．（ゴムバンド，人工乳房，発泡体の抗

菌性試験関連） 

2．新規テーマ創出：継続して，「日本のゴム関連企

業の有する優れた技術と高い品質(Japan Quality）

を示すことができ，日本製品の優位を見える化す

る．」為の規格化テーマの創出を実施した．その

結果，「自動車内装トリム材のフォギング特性」

などゴム・プラスチック引布関連で4件，「軟質発

泡体の抗菌性の求め方」のISO化など計8件を新規

な規格開発テーマとして申請した． 

3．NEDO事業：「水素ステーション用高圧水素ホース

加速耐久性評価法開発及び加速耐久性評価法規格

案の策定」に関するNEDOプロジェクトに参加した． 

4．委員会構成，人材面：ISO/TC45国内審議委員会活

動は14分科会の体制で実施した．さらに，NEDOプ

ロジェクト関連のWTを追加している． 

5．関連団体との連携強化：友好団体はもとより，自

動車技術会，日本ゴム協会，プラスチック工業連

盟，日本試験機工業会，日本溶接協会，日本産業

機械工業会，水素供給利用技術研究協会，日本エ

ルピーガス供給機器工業会，日本寝装寝具協会，

日本免震構造協会，建築ガスケット協会等との関

係を引続き強化し，ISO/TC45関連の標準化活動を

さらに連携した活動として実施した． 

8. その他この法人の目的を達成するために必要な事業

（定款第4条第8号） 

(1) 活性化策として，支部，本部合同の活動として三

大行事の活性化活動を展開中である． 

(2) 日本語版ホームページの定期的なメンテナンスに

より，会員及び会員外への最新情報を発信できる体

制を強化した．また，海外に向けての英文ホームペ

ージの充実を図った． 

(3) メールマガジンを定期的に発信した． 

(3) 

Ⅱ．処務の概況 

① 役員に関する事項 

理事 定数：15名以上20名以内 現在：20名 任期：2年 

監事 定数： 1名以上 3名以内 現在： 3名 任期：2年 

職  名 氏  名 現   職 

理 事(会 長) 高田十志和 東京工業大学 

理 事(副会長) 伊藤 眞義 東京理科大学 

理 事(副会長) 大武 義人 一般財団法人化学物質評価研究機構

理 事(副会長) 岡本 正巳 豊田工業大学 

理 事(副会長) 竹中 幹人 京都大学 

理 事 芥川 恵造 株式会社ブリヂストン 

理 事 網野 直也 横浜ゴム株式会社 

理 事 小藥 次郎 鬼怒川ゴム工業株式会社 

理 事 斎藤  拓 東京農工大学 

理 事 榊田  宏 日本ゼオン株式会社 

理 事 但木 稔弘 JSR株式会社 

理 事 今井 英幸 豊田合成株式会社 

理 事 高松 成亮 住友理工株式会社 

理 事 平井 洋一 東海興業株式会社 

理 事 駒水 謙二 東洋ゴム工業株式会社 

理 事 櫻井 伸一 京都工芸繊維大学 

理 事 長谷 朝博 兵庫県立工業技術センター 

理 事 西川信二郎 シバタ工業株式会社 

理 事 溝口 哲朗 住友ゴム工業株式会社 

理 事 村上 裕人 長崎大学 

監 事 石川 泰弘 元 横浜ゴム株式会社 

監 事 横井  理 天満サブ化工株式会社 

監 事 笈木 宏和 久留米工業高等専門学校 

② 職員に関する事項 

職 名 常勤・非常勤 人数・無給者 他機関との兼任者 備考 

事務局長 常  勤 1名 ・ 0名 0 名 

職 員 常  勤 4名 ・ 0名 0 名 

 

③ 会議等に関する事項 

 理事会 

開催年月日 議   事   事   項 会議の結果

2018.4.24 2018年度第1回理事会 

審議事項 

(1)1・2・3月度会員移動の件 承 認 

(2)2017年度事業報告・収支決算の件 承 認 

(3)2018年度事業計画・収支予算の件 承 認 

 (4)各委員会活動の件 承 認 

 (5)標準化部門報告の件 承 認 

 報告事項・その他  

 (6)2018年次大会（90周年記念大会）開催の件 承 認 

 (7)第53回夏期講座開催の件 承 認 

 (8)第29回エラストマー討論会開催の件 承 認 

2018.7.11 2018年度第2回理事会  

審議事項  

(1)2018年度組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

(2)4・5・6月度会員移動の件 承 認 

(3)会員増強の件 承 認 

(4)各委員活動の件 承 認 

 (5)ゴムのポジティブリストの件 承 認 

 報告事項・その他  

 (6)各支部事業計画及び予算の件 承 認 

 (7)第53回夏期講座の件 承 認 

(8)第29回エラストマー討論会の件 承 認 

 
2018.10.30 2018年度第3回理事会  

審議事項  

(1)2018年度組織図・活動方針・事業計画の件 

(2)7・8・9月度会員移動の件 承 認 

 (3)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

(4)財務部門報告の件 承 認 

(5)第29回エラストマー討論会開催の件 承 認 

 (6)2019年年次大会(第8回定時社員総会)開催の件 承 認 

 (7)第54回夏期講座開催の件 承 認 

 (8)事務局職員の採用に関する件 承 認 

(9)日本ゴム工業会との協業について 承 認 

2019.1.30 2018年度第4回理事会  

審議事項  

(1)2018年組織図・活動方針・事業計画の件 承 認 

(2)10・11・12月度会員移動の件 承 認 

(3)12月度収支決算報告の件 承 認 

(4)2018年度事業報告（案）の件 承 認 

(5)2019年度事業計画(案)の件 承 認 

(6)次期役員候補者選考の件 

 (7)顕彰部門活動の件 承 認 

 (8)各委員会活動の件 承 認 

 報告事項・その他  

(9)2019年年次大会(第8回定時社員総会)開催の件 承 認 

 (10)第54回夏期講座開催の件 承 認 

 (11)研究部会活動の件 承 認 

 (12)IRC 2019 Londonの件 承 認 

 
(13)第29回エラストマー討論会第23回CERI最優秀

発表論文賞の件 
承 認 

 

 第7回定時社員総会 

開催年月日 議   事   事   項 会議の結果

2018.5.30 第1号議案 2017年度収支決算書類承認の件 全会一致にて承認

報告事項 

1．2017度事業報告の件 全会一致にて承認

2．2018年度事業計画の件 全会一致にて承認

3．2018年度収支予算の件 全会一致にて承認

 

④ 認可，承認，証明に関する事項 該当なし 

⑤ 契約に関する事項   〃  

⑥ 寄付金に関する事項   〃  

⑦ その他の重要事項   〃  

⑧ 会員の異動状況(下表の通り) 該当あり 

 

社員・会員別入退会表 

会員種別 前年度末
本年度 

入会 

本年度 

退会 
現会員数 増 減

正会員 1,599 名 159 名 157 名 1,601 名 2名

学生会員 86 名 46 名 46 名 86 名 0名

名誉会員 8 名 4 名 1 名 11 名 3名

賛助会員 社数 403 社 12 社 11 社 404 社 1社

口数 747 口 12 口 18 口 741 口 △6口

計 2,096 221 215 2,102 6

 

 

P01-26.indd   3 2019/05/08   10:18:48P065-101-会告事業報告-07号新.indd   67 2019/07/03   18:26:37



（ 68 ）2 3 8　会告

(5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 

 

2018年 度 決 算 報 告  
（2018年4月１日から2019年3月31日まで） 

 

一般社団法人日本ゴム協会 
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2018年 度 決 算 報 告  
（2018年4月１日から2019年3月31日まで） 
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(27) 

2019年 度 事 業 計 画  
（2019年4月１日から2020年3月31日まで） 

 

一般社団法人日本ゴム協会 
 

１．学術及び生産技術の研究及び調査（定款第4条第1号） 

 2019年年次大会（第8回定時社員総会）を下記のと

おり開催する． 

日時 2019年5月23日（木）・24日（金） 

会場 京都工芸繊維大学  参加予定者250名 

 第30回エラストマー討論会を下記のとおり開催する． 

日時 2019年12月9日（月）・10日（火） 

会場 大田区産業プラザ  参加予定者230名 

 

２．研究の奨励及び研究業績の表彰（定款第4条第2号） 

 研究部会ではゴム・エラストマー・ソフトマテリ

アルとその周辺科学をより深く追求し，その成果を

会員ならびに社会に還元する． 

①広くゴム及びその周辺科学に関連する先端基礎科

学，材料特性，設計，生産及び評価の先端技術に

ついて調査研究を行い，その成果を我が国ゴム産

業の発展に役立てることを目的とする． 

②各研究分科会において，定期的に研究会を催し，

最新の課題について調査・研究し討論する． 

 顕彰関係 

①日本ゴム協会賞：創立60周年を記念して設定され

たもので，第31回の表彰と第32回の選定を行う．  

②ゴム技術有功賞：創立35周年を記念して設定され

たもので，第57回の表彰と第58回の選定を行う． 

③優秀論文賞：創立25周年を記念して設定されたも

ので，第66回の表彰と第67回の選定を行う． 

④ゴム技術進歩賞：創立15周年を記念して設定され

たもので，第74回の表彰と第75回の選定を行う．  

⑤オーエンスレーガー賞：1957年ゴム科学の権威故

オーエンスレーガー氏を記念して設立されたもの

で，第32回の選定を行う． 

⑥日本ゴム協会科学技術奨励賞：創立50周年を記念

して設定された奨励金を2008年度に奨励賞と改め

たもので，第11回の表彰と第12回の選定を行う． 

⑦CERI若手奨励賞：2007年度に化学物質評価研究機

構の申し出により新設されたもので，第12回の表

彰と第13回の選定を行う． 

⑧ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞：

創立80周年にあたり㈱ブリヂストンの申し出によ

り新設されたもので，第10回の表彰と第11回の選

定を行う． 

⑨優秀発表賞とCERI最優秀発表論文賞：年次大会な

らびにエラストマー討論会において優秀と認めら

れるものの表彰を行う． 

３．講演会の開催（定款第4条第3号） 

 第54回夏期講座を下記のとおり開催する． 

日時 2019年7月25日（木）・26日（金） 

会場 アクトシティ浜松  参加予定者120名 

 研究分科会において得られた専門的成果に基づい

て，分科会主催のシンポジウム，講習会を開催し，

会員ならびに一般ゴム科学技術者の研鑽に資する． 

 各支部において次のような諸行事を実施する予定

で，詳細は各支部に一任する． 

関東支部 講習会2回，講演会2回，紹介講演会1回，

セミナー2回，見学会1回，交流会1回，初

級ゴム技術研修会（化学物質評価研究機

構と共催）1回 

東海支部 講習会1回，講演会3回，紹介講演会1回，

見学会1回，セミナー1回 

関西支部 講習会1回，講演会4回，紹介講演会1回，

サタデーセミナー6回，見学会１回， 

交流会2回，若手セミナー4回 

九州支部 講演会2回，セミナー2回，事例発表会1回，

実践講座1回，交流会3回 

 

４．会誌及び図書の刊行（定款第4条第4号） 

 日本ゴム協会誌の発行 

協会誌編集に当たって，基本的にはこれまでの基

本方針を継承する．  

会員へのゴム技術提供及び学術推進のための機関

誌「日本ゴム協会誌」発行において以下の企画を推

進する． 

①ゴム技術を中心に周辺技術やソフトマテリアル材

料に関するタイムリーな情報を提供する．  

②会員啓蒙のため，一つのテーマについて, 複数回

にわたってより詳しく解説した「特論講座」を引

続き連載する． 

③今日的なテーマ及びゴム固有のテーマ等で特集を
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(28) 

組み，研究部会の協力も得て，定期的に掲載する． 

④わが国で編集発行するゴム技術論文誌として，高

いレベルで審査，発行する． 

⑤ゴム技術に関する豆知識を継続して連載する． 

⑥年次大会及びエラストマー討論会での研究発表や

IRC，IRCCあるいはISO/TC45国際会議などの海外に

おけるゴム・ソフトマテリアル関連の参加記等を

掲載し，会員への情報提供に努める． 

⑦発行予定：2019年の1年間で12冊（普通号7冊, 特

集号5冊）総説，論文等のページ数を各号40頁×12

冊=480頁，会告：各号30頁×12冊=360頁，年間総

頁数：840頁（予定） 

 出版関係 

①2005年度にJ-STAGE（http://www.jstage.jst.go. 

jp/browse/ejsm）上で創刊した英文電子ジャーナル

（e-J. Soft Mater.）を継続して発行し，ゴムを中心

とした諸分野の研究成果を世界に発信する場を提供す

るとともに，世界のゴム科学・技術・工業の発展に寄

与する． 

②日本ゴム協会誌の電子公開を継続して行う． 

 

５．見学及び視察（定款第4条第5号） 

 国際交流 

IRC 2019 Londonに代表を派遣する．また，アジア

地域を中心とした各国との連携を進め，世界のゴム

科学技術の発展に貢献する． 

 各支部で会員ならびに一般ゴム科学技術者の資質

向上を目的に見学会を開催する． 

 

６．会員の交流（定款第4条第6号） 

 会員活動の充実と会員増強 

会員（正・学生・賛助・名誉）のための活動の場

（シンポジウム，講演会，講習会，研究発表会）を

積極的に提供し，世界に向けて発信（e-JSM）するこ

とでゴム・エラストマー・ソフトマテリアルに関す

る研究開発・科学技術の発展に貢献するとともに社

会的ニーズ，業界動向など，会員の「見たい・聞き

たい・知りたい情報」を提供する行事企画を推進し，

会員一人一人の活動を支援する．会員活動の充実を

図り，併せて会員増強の基礎となす． 

 

７．関係官庁及び関係団体等の諮問に対する答申又は建

議（定款第4条第7号） 

 研究部会では必要に応じて関係官庁及び関連団体

の諮問に応ずる． 

 ゴム及びゴム製品に係る標準化活動： 

1．国際標準開発全般 

引続き「日本のゴム関連企業の有する優れた技

術と高い品質(Japan Quality）を示すことができ，

日本製品の優位を見える化する．」ことを命題と

して規格開発を戦略的に進める．特に，重要テー

マである「溶液重合SBRの試験方法」が最終年に入

り，その計画に沿った確実な実施と成果報告に繋

げ，併せて，次の大型テーマの提案に繋げる検討

を積極的に進めることを計画する． 

①ISO開発：継続する重点テーマとして「溶液重合

SBRの試験方法」，「新冷媒化に対応する自動車

空調ホースの試験方法」，「建築用すべり支承」

と「新たなオゾン劣化試験法」の規格開発に注

力する．また，日本品質の見える化／格差付け

を狙った継続案件15件，本年度から新規に開始

する規格8件を中心に確実にISO発行あるいは次

の段階へ進展させる予定．さらに，定期見直し

56件の審議を行う計画．実施にあたっては国内

での戦略的な審議を踏まえ，ISO国際会議への積

極的な参加と提言，さらに関係官庁及び関係団

体の諮問に対する答申・連絡を心がける． 

②JIS開発：JISに関しては約30件の定期見直しを

行うと共に，物理試験，シリカ・ゴム薬品に関

連する計2件他の原案作成を進める予定である． 

③国際会議：2019年10月28日(月)～11月1日(金)，

ドイツ，ハンブルグにおいて開催の第67回

ISO/TC45国際会議に参加する．期間中に大小30

以上の会議が開催され，審議案件のISO規格発行

及びステージアップの可否が決定される． 

2．新規テーマ創出：継続して，「日本のゴム関連企

業の有する優れた技術と高い品質(Japan Quality）

を示すことができ，日本製品の優位を見える化す

る．」為の規格化テーマの創出を行う予定．既に，

「高耐久・高性能建築用免震ゴム支承」のISO規格

化やホース関連の新規提案を検討開始している． 

3．委員会構成，人材面：前年度と同様に，ISO/TC45

国内審議委員会活動の為の14分科会とNEDOプロジ

ェクト関連のWTの体制で実施する． 

4．関連団体との連携強化：引続き，友好団体はもと

より，自動車技術会，プラスチック工業連盟，日

本試験機工業会，日本溶接協会，日本産業機械工

業会，水素供給利用技術研究協会，日本エルピー

ガス供給機器工業会，日本寝装寝具協会，日本免

震構造協会，建築ガスケット協会等との関係を強

化し，ISO/TC45関連の標準化活動をさらに連携し

た活動として実施する予定である． 

(29) 

８．その他この法人の目的を達成するために必要な事業

（定款第4条第8号） 

 日本語版ホームページは定期的なメンテナンスに

より，会員及び会員外への最新情報を発信できる体

制を強化する．また，海外に向けての英文ホームペ

ージの充実を図る． 

 2012年度に導入した会員ID管理システムを用いて

過去の本部行事資料の個人会員限定オンライン公開，

その他のサービスを順次拡大する． 

 活性化策とし，支部・本部合同の活動として行事

の活性化活動を展開する． 
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(28) 

組み，研究部会の協力も得て，定期的に掲載する． 

④わが国で編集発行するゴム技術論文誌として，高

いレベルで審査，発行する． 

⑤ゴム技術に関する豆知識を継続して連載する． 

⑥年次大会及びエラストマー討論会での研究発表や

IRC，IRCCあるいはISO/TC45国際会議などの海外に

おけるゴム・ソフトマテリアル関連の参加記等を

掲載し，会員への情報提供に努める． 

⑦発行予定：2019年の1年間で12冊（普通号7冊, 特

集号5冊）総説，論文等のページ数を各号40頁×12

冊=480頁，会告：各号30頁×12冊=360頁，年間総

頁数：840頁（予定） 

 出版関係 

①2005年度にJ-STAGE（http://www.jstage.jst.go. 

jp/browse/ejsm）上で創刊した英文電子ジャーナル

（e-J. Soft Mater.）を継続して発行し，ゴムを中心

とした諸分野の研究成果を世界に発信する場を提供す

るとともに，世界のゴム科学・技術・工業の発展に寄

与する． 

②日本ゴム協会誌の電子公開を継続して行う． 

 

５．見学及び視察（定款第4条第5号） 

 国際交流 

IRC 2019 Londonに代表を派遣する．また，アジア

地域を中心とした各国との連携を進め，世界のゴム

科学技術の発展に貢献する． 

 各支部で会員ならびに一般ゴム科学技術者の資質

向上を目的に見学会を開催する． 

 

６．会員の交流（定款第4条第6号） 

 会員活動の充実と会員増強 

会員（正・学生・賛助・名誉）のための活動の場

（シンポジウム，講演会，講習会，研究発表会）を

積極的に提供し，世界に向けて発信（e-JSM）するこ

とでゴム・エラストマー・ソフトマテリアルに関す

る研究開発・科学技術の発展に貢献するとともに社

会的ニーズ，業界動向など，会員の「見たい・聞き

たい・知りたい情報」を提供する行事企画を推進し，

会員一人一人の活動を支援する．会員活動の充実を

図り，併せて会員増強の基礎となす． 

 

７．関係官庁及び関係団体等の諮問に対する答申又は建

議（定款第4条第7号） 

 研究部会では必要に応じて関係官庁及び関連団体

の諮問に応ずる． 

 ゴム及びゴム製品に係る標準化活動： 

1．国際標準開発全般 

引続き「日本のゴム関連企業の有する優れた技

術と高い品質(Japan Quality）を示すことができ，

日本製品の優位を見える化する．」ことを命題と

して規格開発を戦略的に進める．特に，重要テー

マである「溶液重合SBRの試験方法」が最終年に入

り，その計画に沿った確実な実施と成果報告に繋

げ，併せて，次の大型テーマの提案に繋げる検討

を積極的に進めることを計画する． 

①ISO開発：継続する重点テーマとして「溶液重合

SBRの試験方法」，「新冷媒化に対応する自動車

空調ホースの試験方法」，「建築用すべり支承」

と「新たなオゾン劣化試験法」の規格開発に注

力する．また，日本品質の見える化／格差付け

を狙った継続案件15件，本年度から新規に開始

する規格8件を中心に確実にISO発行あるいは次

の段階へ進展させる予定．さらに，定期見直し

56件の審議を行う計画．実施にあたっては国内

での戦略的な審議を踏まえ，ISO国際会議への積

極的な参加と提言，さらに関係官庁及び関係団

体の諮問に対する答申・連絡を心がける． 

②JIS開発：JISに関しては約30件の定期見直しを

行うと共に，物理試験，シリカ・ゴム薬品に関

連する計2件他の原案作成を進める予定である． 

③国際会議：2019年10月28日(月)～11月1日(金)，

ドイツ，ハンブルグにおいて開催の第67回

ISO/TC45国際会議に参加する．期間中に大小30

以上の会議が開催され，審議案件のISO規格発行

及びステージアップの可否が決定される． 

2．新規テーマ創出：継続して，「日本のゴム関連企

業の有する優れた技術と高い品質(Japan Quality）

を示すことができ，日本製品の優位を見える化す

る．」為の規格化テーマの創出を行う予定．既に，

「高耐久・高性能建築用免震ゴム支承」のISO規格

化やホース関連の新規提案を検討開始している． 

3．委員会構成，人材面：前年度と同様に，ISO/TC45

国内審議委員会活動の為の14分科会とNEDOプロジ

ェクト関連のWTの体制で実施する． 

4．関連団体との連携強化：引続き，友好団体はもと

より，自動車技術会，プラスチック工業連盟，日

本試験機工業会，日本溶接協会，日本産業機械工

業会，水素供給利用技術研究協会，日本エルピー

ガス供給機器工業会，日本寝装寝具協会，日本免

震構造協会，建築ガスケット協会等との関係を強

化し，ISO/TC45関連の標準化活動をさらに連携し

た活動として実施する予定である． 

(29) 

８．その他この法人の目的を達成するために必要な事業

（定款第4条第8号） 

 日本語版ホームページは定期的なメンテナンスに

より，会員及び会員外への最新情報を発信できる体

制を強化する．また，海外に向けての英文ホームペ

ージの充実を図る． 

 2012年度に導入した会員ID管理システムを用いて

過去の本部行事資料の個人会員限定オンライン公開，

その他のサービスを順次拡大する． 

 活性化策とし，支部・本部合同の活動として行事

の活性化活動を展開する． 
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(30) (31) 
(30) 

2019・ 2020年 度 役 員 選 任  
一般社団法人日本ゴム協会

役員候補者

(30) 

月 本部 支部 研究部会 

4 第1回理事会（4/23） 東
海 月例講演会（4/22） 
西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（4/6） 
九  

5 2019年年次大会 東
（5/23・24）京都工芸繊維大学 海 

第8回定時社員総会 西 
研究発表会 九 

6 東 入門講座（6/18-21） ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
海 支部会議(6/5) 金型（6/11  東京)
西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（6/1） 
西 例会講演会（6/18） 
西 支部会議（6/25） 
九 支部会議・講演会・交流会（6/7） 

7 第2回理事会（7/24） 東
海 入門講座（7/11・12・18・19） 

第54回夏期講座  西  
（7/25・26）アクトシティ浜松 九  

8 東 若手ｾﾐﾅｰ （8/2 ） 講習会 
海  力学（8/23 大阪） 
西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（8/3） 

西 交流会（8/ ） 
西 若手セミナー（8/29） 
九 実践技術講座 （8/27-30） 

9 東  ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
海 月例講演会（9/6） 
海 見学会（9/ ） 
西 例会講演会（9/ ） 

金型（9/10　久留米)
水素（9/13 東京）
練り（9/25・26 東京）

西 若手セミナー（9/12） 
九 ゴム技術・研究事例発表会（9/27） 

10 第3回理事会（10/ ） 東 見学会（10/3) ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
総合紹介講演会(10/16) 補強（10/2 東京)

 秋期講習会（10/31・11/1） 接着（10/ ）
海 月例講演会（10/ ） 
西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（10/5） 
西 秋期講習会（10/10・11） 
西 若手セミナー（10/24） 
九  

11 東  ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
海  分析(11/8 東京)
西 総合紹介講演会（11/7） 成形（11/21 東京)
西 月例講演会（11/15） 

西 若手セミナー（11/28） 
九 秋季ｴﾗｽﾄﾏｰ技術講座（11/ ） 

12 第30回エラストマー討論会 東 講演会・支部交流会（12/19） ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
（12/9・10）大田区産業プラザ 海 ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃッｸｾﾐﾅｰ（12/ ) 金型（12/ )

西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（12/7） 
九 ｺﾞﾑ技術者若手ｾﾐﾅｰ・交流会（12/ ）

2020 年
1 第4回理事会（1/ ） 東  ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

海 アドバンスドセミナー（1/ ） ﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞｰ（1/ ）
西 見学会・交流会（1/31） 
九 新春講演会（1/24） 

2 東 技術講演会（2/ ) ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
東 ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃッｸｾﾐﾅｰ（2/ ) 劣化（2/ )
海 紹介講演会（2/18） 衛生（2/ ）
西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（2/1） 
西 例会講演会（2/ ） 

 九
3 東 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

海 配合（3/ ）
西 若手セミナー（3/ ） 
九 

2019年度 事 業 計 画 表 
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(30) 

2019・ 2020年 度 役 員 選 任  
一般社団法人日本ゴム協会 

 

 
 

役員候補者 

(30) 

 
月 本部 支部 研究部会 

4 第1回理事会（4/23） 東   
 海 月例講演会（4/22）  
 西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（4/6）  
 九   

5 2019年年次大会 東   
（5/23・24）京都工芸繊維大学 海   
  第8回定時社員総会 西   
  研究発表会 九   

6  東 入門講座（6/18-21） ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
 海 支部会議(6/5)  金型（6/11  東京) 
 西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（6/1）  

  西 例会講演会（6/18）  
 西 支部会議（6/25）  
 九 支部会議・講演会・交流会（6/7）  

7 第2回理事会（7/24） 東   
 海 入門講座（7/11・12・18・19）  
第54回夏期講座  西   
（7/25・26）アクトシティ浜松 九   

8  東 若手ｾﾐﾅｰ （8/2 ） 講習会 
 海   力学（8/23 大阪） 

  西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（8/3）  

  
西 交流会（8/ ） 
西 若手セミナー（8/29）  

 九 実践技術講座 （8/27-30）  

9  東 見学会（9/ ) ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
 海 月例講演会（9/6）  水素（9/13 東京） 
 海 見学会（9/ ）  練り（9/25・26 東京） 

  西 例会講演会（9/ ）  金型（9/ ) 
  西 若手セミナー（9/12）  

 九 ゴム技術・研究事例発表会（9/27）  

10 第3回理事会（10/ ） 東 総合紹介講演会(10/16) ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
 海 月例講演会（10/ ）  成形（10/ ) 
 西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（10/5）  接着（10/ ） 

  西 秋期講習会（10/10・11）  
 西 若手セミナー（10/24）  
 九   

11  東 秋期講習会（11/ ） ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
 海    分析(11/8)  

  西 総合紹介講演会（11/7）  
 西 月例講演会（11/15）  
 西 若手セミナー（11/28） 

九 秋季ｴﾗｽﾄﾏｰ技術講座（11/ ） 
 

12 第30回エラストマー討論会 東 講演会・支部交流会（12/ ） ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
 （12/9・10）大田区産業プラザ 海 ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃッｸｾﾐﾅｰ（12/ )   金型（12/ )  
 西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（12/7）  
 九 ｺﾞﾑ技術者若手ｾﾐﾅｰ・交流会（12/ ）  

2020 年    
1 第4回理事会（1/ ） 東  ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

 海 アドバンスドセミナー（1/ ）  ﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞｰ（1/ ） 
  西 見学会・交流会（1/31）  

 九 新春講演会（1/24）  
2  東 技術講演会（2/ ) ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

 東 ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃッｸｾﾐﾅｰ（2/ )  劣化（2/ ) 
  海 紹介講演会（2/18）  衛生（2/ ） 

 西 ｻﾀﾃﾞｰｾﾐﾅｰ（2/1）  
 西 例会講演会（2/ ）  
 九   

3  東  ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
 海   配合（3/ ） 
 西 若手セミナー（3/ ）  
 九  

   

2019年度 事 業 計 画 表 

(30) 

2019・ 2020年 度 役 員 選 任  
一般社団法人 日 本 ゴ ム 協 会         

 

 
 

 氏 名        現    職 

理   事 芥川 恵造  株式会社ブリヂストン 

網野 直也  横浜ゴム株式会社 

河原 成元  長岡技術科学大学 

小藥 次郎  鬼怒川ゴム工業株式会社 

近藤 武志  一般財団法人化学物質評価研究機構 

斎藤  拓  東京農工大学 

榊田  宏  日本ゼオン株式会社 

但木 稔弘  JSR株式会社 

山﨑  聡  三井化学株式会社 

今井 英幸  豊田合成株式会社 

岡本 正巳  豊田工業大学 

川治 信介  株式会社イノアックコーポレーション 

高松 成亮  住友理工株式会社 

青山 泰三  カネカ株式会社 

菊地 尚彦  住友ゴム工業株式会社 

櫻井 伸一  京都工芸繊維大学 

竹中 幹人  京都大学 

長谷 朝博  兵庫県立工業技術センター 

原野 健一  株式会社アシックス 

西村  伸  九州大学 

監   事 

 

 

石川 泰弘  元 横浜ゴム株式会社 

横井  理  天満サブ化工株式会社 

村上 裕人  長崎大学 
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2019年 度 収 支 予 算  
一般社団法人日本ゴム協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収支予算書総括表
          　　　　　　　　　　　　　　　　　(2019年4月1日から2020年3月31日まで）
一般社団法人　日本ゴム協会 （単位：千円）

科　　目 一般会計 収益事業会計 支部会計 内部取引消去 合　　計
Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 基本財産運用収入 1 0 0 0 1
    　　　 基本財産運用収入 1 0 0 0 1
    ② 特定資産運用収入 1 0 0 0 1
    ③ 入会金収入 100 0 0 0 100
    　　　 入会金収入 100 0 0 0 100
    ④ 会費収入 40,700 0 0 0 40,700
　　　　　 賛助会費収入 26,100 0 0 0 26,100
　　　　　 正会費収入 14,300 0 0 0 14,300
            学生会費収入 300 0 0 0 300
    ⑤ 事業収入 32,260 3,690 23,417 △ 4,594 54,773
     　　　広告料収入 10,000 1,400 0 0 11,400
     　　　会員外購読料収入 850 0 0 0 850
     　　　ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ収入 10 0 0 0 10
     　　　本部行事収入 6,800 0 0 0 6,800
     　　　研究部会収入 12,700 0 0 0 12,700
     　　　会議費収入 0 0 220 0 220
    　　 　別刷り代収入 100 0 0 0 100
     　　　出版物収入 0 2,140 343 0 2,483
     　　　印税収入 0 150 0 0 150
    　　 　業務受託収入 1,800 0 0 △ 1,800 0
     　　　交付金収入 0 0 2,794 △ 2,794 0
     　　　講演会収入 0 0 3,690 0 3,690
    　　 　講習会収入 0 0 11,569 0 11,569
     　　　見学会収入 0 0 230 0 230
     　　　セミナー収入 0 0 3,683 0 3,683
    　　 　交流会収入 0 0 888 0 888
    ⑥ 寄付金収入 1,790 0 0 0 1,790
    ⑦ 雑収入 10 320 21 0 351

事業活動収入計 74,862 4,010 23,438 △ 4,594 97,716
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 53,011 4,661 23,192 △ 4,594 76,270
       　  会議費支出 300 0 2,199 0 2,499
           表彰費支出 1,900 0 0 0 1,900
     　　　普及費支出 3,500 0 0 0 3,500
     　　　旅費交通費支出 1,000 0 1,015 0 2,015
     　　　通信費支出 550 0 388 0 938
     　　　印刷費支出 500 0 190 0 690
       　　支部費支出 2,599 0 0 △ 2,794 △ 195
         　本部行事費支出 3,400 0 0 0 3,400
         　雑誌費支出 15,900 0 0 0 15,900
         　研究部会費支出 8,200 0 0 0 8,200
         　人件費支出 13,382 1,527 6,133 △ 1,800 19,242
           国際交流費支出 1,700 0 0 0 1,700
           国際会議費支出 80 0 0 0 80
           出版費支出 0 2,110 0 0 2,110
           書籍購入費支出 0 600 0 0 600
           講演会費支出 0 0 3,188 0 3,188
     　　　講習会費支出 0 0 4,465 0 4,465
     　　　見学会費支出 0 0 365 0 365
     　　　セミナー費支出 0 0 2,250 0 2,250
     　　　交流会費支出 0 0 1,030 0 1,030
       　　消耗品費支出 0 0 256 0 256
         　事務所費支出 0 0 882 0 882
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2019年 度 収 支 予 算  
一般社団法人日 本 ゴ ム 協 会         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         　書籍代支出 0 0 250 0 250
         　雑支出 0 3 511 0 514
         　公租公課支出 0 421 70 0 491
    ② 管理費支出 24,799 0 0 0 24,799
       　　会議費支出 500 0 0 0 500
       　　旅費交通費支出 1,000 0 0 0 1,000
     　　　通信費支出 350 0 0 0 350
       　　消耗品費支出 550 0 0 0 550
       　　事務所費支出 4,500 0 0 0 4,500
     　　　事務費支出 1,500 0 0 0 1,500
     　　　雑支出 2,300 0 0 0 2,300
         　人件費支出 13,073 0 0 0 13,073
         　公租公課支出 1,026 0 0 0 1,026

事業活動支出計 77,810 4,661 23,192 △ 4,594 101,069
事業活動収支差額 △ 2,948 △ 651 246 0 △ 3,353

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入
    ① 特定資産取崩収入 2,080 0 0 0 2,080
  　　　   協会賞基金取崩収入 100 0 0 0 100
 　 　　   有功賞基金取崩収入 0 0 0 0 0
  　　　   奨励賞基金取崩収入 200 0 0 0 200
 　 　　   国際交流基金取崩収入 1,700 0 0 0 1,700
 　 　　   国際会議基金取崩収入 80 0 0 0 80
 　 　　   退職積立基金取崩収入 0 0 0 0 0

投資活動収入計 2,080 0 0 0 2,080
　2 投資活動支出
    ① 特定資産取得支出 0 0 0 0 0
    ② 固定資産取得支出 0 0 0 0 0

投資活動支出計 0 0 0 0 0
投資活動収支差額 2,080 0 0 0 2,080

Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 0 50 30 0 80

       当期収支差額 △ 868 △ 701 216 0 △ 1,353
前期繰越収支差額 1,277 9,066 22,477 0 32,820
次期繰越収支差額 409 8,365 22,693 0 31,467
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     　　　         　　　　　　　　　　　　　　　収支予算書
          　　　　　　　　　　　　　　　　　(2019年4月1日から2020年3月31日まで）
一般社団法人　日本ゴム協会
一般会計 （単位：千円）

科　　目 予算額 前年度予算額 増減 備　考

Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 基本財産運用収入 1 1 0
    　　　 基本財産運用収入 1 1 0 基本金の利子

    ② 特定資産運用収入 1 1 0 基金の利子

    ③ 入会金収入 100 100 0
    　　　 入会金収入 100 100 0 1,000円×100名

    ④ 会費収入 40,700 40,700 0
　　　　　 賛助会費収入 26,100 26,100 0 2018予算ベース

　　　　　 正会費収入 14,300 14,300 0 2018予算ベース

            学生会費収入 300 300 0 2018予算ベース

    ⑤ 事業収入 32,260 34,260 △ 2,000
     　　　広告料収入 10,000 10,000 0 2018予算ベース

     　　　会員外購読料収入 850 850 0 2018予算ベース

     　　　ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ収入 10 10 0 2018予算ベース

     　　　本部行事収入 6,800 8,000 △ 1,200
    　　　　　年次大会収入 2,300 3,500 △ 1,200 2017予算ベース

    　　　　　夏期講座収入 2,500 2,500 0 2018予算ベース

    　　　　　討論会収入 2,000 2,000 0 2018予算ベース

     　　　研究部会収入 12,700 13,500 △ 800
    　　　　　委員参加収入 2,700 2,700 0 2018予算ベース

    　　　　　行事収入 10,000 10,800 △ 800 2017予算ベース

    　　 　別刷り代収入 100 100 0 2018予算ベース

     　　　業務受託収入 1,800 1,800 0 関東支部より

    ⑥ 寄付金収入 1,790 1,930 △ 140 実態数値

    ⑦ 雑収入 10 10 0 2018予算ベース

事業活動収入計 74,862 77,002 △ 2,140
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 53,011 52,392 619
       　  会議費支出 300 300 0 2018予算ベース

           表彰費支出 1,900 2,200 △ 300 実態数値

     　　　普及費支出 3,500 3,500 0 2018予算ベース

     　　　旅費交通費支出 1,000 1,000 0 2018予算ベース

     　　　通信費支出 550 550 0 2018予算ベース

     　　　印刷費支出 500 500 0 2018予算ベース

       　　支部費支出 2,599 2,602 △ 3 実態数値

         　本部行事費支出 3,400 4,300 △ 900
        　　　年次大会費支出 1,300 2,200 △ 900 2017予算ベース

      　　　　夏期講座費支出 1,100 1,100 0 2018予算ベース

　    　　　　討論会費支出 1,000 1,000 0 2018予算ベース

         　雑誌費支出 15,900 15,900 0
      　　　　編集費支出 4,800 4,800 0 2018予算ベース

    　 　　　 印刷製本費支出 8,000 8,000 0 2018予算ベース

      　　　　発送費支出 2,400 2,400 0 2018予算ベース

      　　　　原稿料支出 700 700 0 2018予算ベース

         　研究部会費支出 8,200 8,200 0
      　　　　会議費支出　　 4,000 4,000 0 2018予算ベース

     　 　　　行事費支出 4,200 4,200 0 2018予算ベース

         　人件費支出 13,382 11,640 1,742
      　　　　給料手当支出 10,903 9,436 1,467 実態数値

    　 　　　 福利厚生費支出 1,902 1,646 256 実態数値

      　　　　通勤費支出 313 421 △ 108 実態数値

      　　　　中退共済掛金支出 264 137 127 実態数値

      　　　　退職金支出 0 0 0 実態数値

           国際交流費支出 1,700 1,700 0 2018予算ベース
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           国際会議費支出 80 0 80 2018決算ベース

    ② 管理費支出 24,799 24,450 349
       　　会議費支出 500 500 0 2018予算ベース

       　　旅費交通費支出 1,000 1,000 0 2018予算ベース

     　　　通信費支出 350 350 0 2018予算ベース

       　　消耗品費支出 550 550 0 2018予算ベース

       　　事務所費支出 4,500 5,500 △ 1,000 2017予算ベース

     　　　事務費支出 1,500 1,500 0 2018予算ベース

     　　　雑支出 2,300 2,300 0 2018予算ベース

         　人件費支出 13,073 11,371 1,702
     　　　   給料手当支出 10,651 9,217 1,434 実態数値

    　 　　   福利厚生費支出 1,858 1,608 250 実態数値

      　　　　通勤費支出 306 411 △ 105 実態数値

      　　　　中退共済掛金支出 258 135 123 実態数値

      　　　　退職金支出 0 0 0 実態数値

         　公租公課支出 1,026 1,379 △ 353 実態数値

事業活動支出計 77,810 76,842 968
事業活動収支差額 △ 2,948 160 △ 3,108

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入
    ① 特定資産取崩収入 2,080 2,100 △ 20
  　　　   協会賞基金取崩収入 100 100 0 実態数値

 　 　　   有功賞基金取崩収入 0 100 △ 100 実態数値

  　　　   奨励賞基金取崩収入 200 200 0 実態数値

  　　　   ＯＲ賞基金取崩収入 0 0 0 実態数値

 　 　　   国際交流基金取崩収入 1,700 1,700 0 2018予算ベース

 　 　　   国際会議基金取崩収入 80 0 80 実態数値

 　 　　   退職積立基金取崩収入 0 0 0 実態数値

投資活動収入計 2,080 2,100 △ 20
　2 投資活動支出
    ① 特定資産取得支出 0 0 0
    ② 固定資産取得支出 0 0 0
 　 　　     国際交流基金 0 0

投資活動支出計 0 0 0
投資活動収支差額 2,080 2,100 △ 20

Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 0 0 0

       当期収支差額 △ 868 2,260 △ 3,128
前期繰越収支差額 1,277 3,396 △ 2,119
次期繰越収支差額 409 5,656 △ 5,247

　（注）　1.  収支予算書は「公益法人会計における内部管理事項について」（平成17年3月23日公益法人等の　
  　　　　　　指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申合せ）に示された3区分の様式により作成している。
　　　　　2.　借入金限度額　0円
　　　　　3.　債務負担額　なし

     　　　         　　　　　　　　　　　　　　　収支予算書
          　　　　　　　　　　　　　　　　　(2019年4月1日から2020年3月31日まで）
一般社団法人　日本ゴム協会
一般会計 （単位：千円）

科　　目 予算額 前年度予算額 増減 備　考

Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 基本財産運用収入 1 1 0
    　　　 基本財産運用収入 1 1 0 基本金の利子

    ② 特定資産運用収入 1 1 0 基金の利子

    ③ 入会金収入 100 100 0
    　　　 入会金収入 100 100 0 1,000円×100名

    ④ 会費収入 40,700 40,700 0
　　　　　 賛助会費収入 26,100 26,100 0 2018予算ベース

　　　　　 正会費収入 14,300 14,300 0 2018予算ベース

            学生会費収入 300 300 0 2018予算ベース

    ⑤ 事業収入 32,260 34,260 △ 2,000
     　　　広告料収入 10,000 10,000 0 2018予算ベース

     　　　会員外購読料収入 850 850 0 2018予算ベース

     　　　ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ収入 10 10 0 2018予算ベース

     　　　本部行事収入 6,800 8,000 △ 1,200
    　　　　　年次大会収入 2,300 3,500 △ 1,200 2017予算ベース

    　　　　　夏期講座収入 2,500 2,500 0 2018予算ベース

    　　　　　討論会収入 2,000 2,000 0 2018予算ベース

     　　　研究部会収入 12,700 13,500 △ 800
    　　　　　委員参加収入 2,700 2,700 0 2018予算ベース

    　　　　　行事収入 10,000 10,800 △ 800 2017予算ベース

    　　 　別刷り代収入 100 100 0 2018予算ベース

     　　　業務受託収入 1,800 1,800 0 関東支部より

    ⑥ 寄付金収入 1,790 1,930 △ 140 実態数値

    ⑦ 雑収入 10 10 0 2018予算ベース

事業活動収入計 74,862 77,002 △ 2,140
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 53,011 52,392 619
       　  会議費支出 300 300 0 2018予算ベース

           表彰費支出 1,900 2,200 △ 300 実態数値

     　　　普及費支出 3,500 3,500 0 2018予算ベース

     　　　旅費交通費支出 1,000 1,000 0 2018予算ベース

     　　　通信費支出 550 550 0 2018予算ベース

     　　　印刷費支出 500 500 0 2018予算ベース

       　　支部費支出 2,599 2,602 △ 3 実態数値

         　本部行事費支出 3,400 4,300 △ 900
        　　　年次大会費支出 1,300 2,200 △ 900 2017予算ベース

      　　　　夏期講座費支出 1,100 1,100 0 2018予算ベース

　    　　　　討論会費支出 1,000 1,000 0 2018予算ベース

         　雑誌費支出 15,900 15,900 0
      　　　　編集費支出 4,800 4,800 0 2018予算ベース

    　 　　　 印刷製本費支出 8,000 8,000 0 2018予算ベース

      　　　　発送費支出 2,400 2,400 0 2018予算ベース

      　　　　原稿料支出 700 700 0 2018予算ベース

         　研究部会費支出 8,200 8,200 0
      　　　　会議費支出　　 4,000 4,000 0 2018予算ベース

     　 　　　行事費支出 4,200 4,200 0 2018予算ベース

         　人件費支出 13,382 11,640 1,742
      　　　　給料手当支出 10,903 9,436 1,467 実態数値

    　 　　　 福利厚生費支出 1,902 1,646 256 実態数値

      　　　　通勤費支出 313 421 △ 108 実態数値

      　　　　中退共済掛金支出 264 137 127 実態数値

      　　　　退職金支出 0 0 0 実態数値

           国際交流費支出 1,700 1,700 0 2018予算ベース

P27-45.indd   35 2019/05/08   10:19:17

P065-101-会告事業報告-07号新.indd   99 2019/07/03   18:26:48



（ 100 ）2 7 0　会告
(37) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(36) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　収支予算書
          　　　　　　　　　　　　　　　　　(2019年4月1日から2020年3月31日まで）
一般社団法人　日本ゴム協会
収益事業会計 （単位：千円）

科　　目 予算額 前年度予算額 増減 備　考
Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 事業収入 3,690 2,290 1,400
    　　　出版物収入 2,140 2,140 0
    　　　　　ゴム技術基礎収入 1,500 1,500 0 2018予算ベース

    　　　　　ゴム用語辞典収入 540 540 0 2018予算ベース

    　　　　　ゴム技術入門収入 20 20 0 2018予算ベース

    　　　　　免震ハンドブック 80 80 0 2018予算ベース

    　　　広告料収入 1,400 0 1,400 ゴム技術の基礎

    　　　印税収入 150 150 0 2018予算ベース

    　　　業務受託収入 0 0
    ② 雑収入 320 320 0 2018予算ベース

事業活動収入計 4,010 2,610 1,400
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 4,661 3,155 1,506
      　  出版費支出 2,110 710 1,400
       　     印刷費支出 1,400 0 1,400 ゴム技術の基礎

       　　   会議費支出 70 70 0 2018予算ベース

       　　   通信費支出 10 10 0 2018予算ベース

     　　　   事務所費支出 350 350 0 2018予算ベース

       　　   消耗品費支出 20 20 0 2018予算ベース

       　　   発送費支出 60 60 0 2018予算ベース

       　　   旅費交通費支出 50 50 0 2018予算ベース

     　　　   事務費支出 150 150 0 2018予算ベース

        　貯蔵品減少費支出 0 0 0
        　書籍購入費支出 600 600 0 2018予算ベース

        　人件費支出 1,527 1,328 199
     　　　   給料手当支出 1,244 1,076 168 実態数値

    　 　　   福利厚生費支出 217 188 29 実態数値

      　　　　通勤費支出 36 48 △ 12 実態数値

      　　　　中退共済掛金支出 30 16 14 実態数値

      　　　　退職金支出 0 0 0
          公租公課支出 421 514 △ 93 実態数値

          雑支出 3 3 0 2018予算ベース

事業活動支出計 4,661 3,155 1,506
事業活動収支差額 △ 651 △ 545 △ 106

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入 0 0 0
　2 投資活動支出 0 0 0

投資活動収支差額 0 0 0
Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 50 50 0 2018予算ベース

       当期収支差額 △ 701 △ 595 △ 106
前期繰越収支差額 9,066 8,704 362
次期繰越収支差額 8,365 8,109 256

　（注）　1.  収支予算書は「公益法人会計における内部管理事項について」（平成17年3月23日公益法人等の　
  　　　　　　指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申合せ）に示された3区分の様式により作成している。
　　　　　2.　借入金限度額　0円
　　　　　3.　債務負担額　なし
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（2019年度収支予算）　　　　　　　　　　　　　　　収支予算書
          　　　　　　　　　　　　　　　　　(2019年4月1日から2020年3月31日まで）
一般社団法人　日本ゴム協会
支部会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

科　　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 事業収入 23,417 23,202 215
    　　　交付金収入 2,794 2,812 △ 18
  　　　　講演会収入 3,690 3,633 57
　　　　　講習会収入 11,569 11,442 127
　　　　　見学会収入 230 280 △ 50
　　　　　セミナー収入 3,683 3,746 △ 63
　　　　　交流会収入 888 760 128
　　　　　会議費収入 220 228 △ 8
　　　　　出版物収入 343 301 42
    ② 雑収入 21 21 0

事業活動収入計 23,438 23,223 215
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 23,192 23,274 △ 82
      　  講演会費支出 3,188 3,266 △ 78
　　　　 講習会費支出 4,465 4,335 130
          見学会費支出 365 461 △ 96
          セミナー費支出 2,250 1,900 350
          交流会費支出 1,030 928 102
          会議費支出 2,199 1,913 286
          印刷費支出 190 550 △ 360
          消耗品費支出 256 250 6
          通信費支出 388 408 △ 20
          旅費交通費支出 1,015 865 150
          事務所費支出 882 880 2
          人件費支出 6,133 6,732 △ 599
          書籍代支出 250 223 27
          雑支出 511 493 18
          公租公課支出 70 70 0

事業活動支出計 23,192 23,274 △ 82
事業活動収支差額 246 △ 51 297

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入 0 0 0
　2 投資活動支出 0 0 0

投資活動収支差額 0 0 0
Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 30 50 △ 20

       当期収支差額 216 △ 101 317
前期繰越収支差額 22,477 21,002 1,475
次期繰越収支差額 22,693 20,901 1,792

　（注）　1.  収支予算書は「公益法人会計における内部管理事項について」（平成17年3月23日公益法人等の　
  　　　　　　指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申合せ）に示された3区分の様式により作成している。
　　　　　2.　借入金限度額　0円
　　　　　3.　債務負担額　なし

　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　収支予算書
          　　　　　　　　　　　　　　　　　(2019年4月1日から2020年3月31日まで）
一般社団法人　日本ゴム協会
収益事業会計 （単位：千円）

科　　目 予算額 前年度予算額 増減 備　考
Ⅰ．事業活動収支の部
　1 事業活動収入
    ① 事業収入 3,690 2,290 1,400
    　　　出版物収入 2,140 2,140 0
    　　　　　ゴム技術基礎収入 1,500 1,500 0 2018予算ベース

    　　　　　ゴム用語辞典収入 540 540 0 2018予算ベース

    　　　　　ゴム技術入門収入 20 20 0 2018予算ベース

    　　　　　免震ハンドブック 80 80 0 2018予算ベース

    　　　広告料収入 1,400 0 1,400 ゴム技術の基礎

    　　　印税収入 150 150 0 2018予算ベース

    　　　業務受託収入 0 0
    ② 雑収入 320 320 0 2018予算ベース

事業活動収入計 4,010 2,610 1,400
　2 事業活動支出
    ① 事業費支出 4,661 3,155 1,506
      　  出版費支出 2,110 710 1,400
       　     印刷費支出 1,400 0 1,400 ゴム技術の基礎

       　　   会議費支出 70 70 0 2018予算ベース

       　　   通信費支出 10 10 0 2018予算ベース

     　　　   事務所費支出 350 350 0 2018予算ベース

       　　   消耗品費支出 20 20 0 2018予算ベース

       　　   発送費支出 60 60 0 2018予算ベース

       　　   旅費交通費支出 50 50 0 2018予算ベース

     　　　   事務費支出 150 150 0 2018予算ベース

        　貯蔵品減少費支出 0 0 0
        　書籍購入費支出 600 600 0 2018予算ベース

        　人件費支出 1,527 1,328 199
     　　　   給料手当支出 1,244 1,076 168 実態数値

    　 　　   福利厚生費支出 217 188 29 実態数値

      　　　　通勤費支出 36 48 △ 12 実態数値

      　　　　中退共済掛金支出 30 16 14 実態数値

      　　　　退職金支出 0 0 0
          公租公課支出 421 514 △ 93 実態数値

          雑支出 3 3 0 2018予算ベース

事業活動支出計 4,661 3,155 1,506
事業活動収支差額 △ 651 △ 545 △ 106

Ⅱ．投資活動収支の部
　1 投資活動収入 0 0 0
　2 投資活動支出 0 0 0

投資活動収支差額 0 0 0
Ⅲ．財務活動収支の部
　1 財務活動収入 0 0 0
　2 財務活動支出 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ．予備費支出 50 50 0 2018予算ベース

       当期収支差額 △ 701 △ 595 △ 106
前期繰越収支差額 9,066 8,704 362
次期繰越収支差額 8,365 8,109 256

　（注）　1.  収支予算書は「公益法人会計における内部管理事項について」（平成17年3月23日公益法人等の　
  　　　　　　指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申合せ）に示された3区分の様式により作成している。
　　　　　2.　借入金限度額　0円
　　　　　3.　債務負担額　なし
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